




























































目し、この講演が 1931 年 2 月 2 日に「府立図書館」の「社会館」で行われたという記録
を手がかりに、講演会場が京城府立図書館であること、およびその蔵書の多くを引き継い
だ南山図書館に講演原稿「日本文学に於ける朝鮮の面影」を収めた『図書館講演録』が所
蔵されることを突き止める。この講演が行われた「図書館週間」との関連なども含め、今
後の展開が期待されるとして、審査委員から高く評価された。
終章では、各章で論じた問題を総括した上で、『源氏物語』における父と子が、血筋の
みではなく教育によっても強く結びついていることを改めて主張する。
以上、本論文は『源氏物語』における父と子の関係を教育の文脈で捉え直し、教育が物
語の中で重視されていることを具体的な場面の分析を通して明らかにしたものである。た
だその一方で、教育が重視されていること自体の意味や物語上の役割についての説明が不
十分であり、血の繋がりがゆるやかになってゆく時代的背景なども視野に入れつつ、さら
に踏み込んだ考察が必要であったとの所見が述べられた。しかし、それらはむしろ本論文
を基に研究を展開させてゆく上での今後の研究課題と言え、本論文の価値を損なうもので
はないことが確認された。
したがって、本審査委員会は全員一致して、本論文を博士（学術）の学位を授与するに
ふさわしいものと認定する。
